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研究成果の概要（和文）：　研究期間内において、研究組織メンバー研究代表者・研究分担者・連携研究者・研究協力
者）により、雑誌論文9件、学会発表9件、図書8件（本科研研究成果報告書1、単著1、共著4、分担執筆2）が公にされ
た。図書のうちの1件は、研究期間全体の成果として研究組織メンバーの論文を8本掲載したものであり、今後さらに加
筆修正等の作業を経て、公刊を企画している。
　個別具体的な成果内容は多岐にわたるため研究成果報告書や個々の論文・学会発表・図書に譲るが、近現代日本の宗
教とナショナリズムに関する諸論点、特に「国家神道」論について、研究領域を横断した議論の結果を踏まえた多くの
成果発表がなされたことになる。

研究成果の概要（英文）： Through this research, many results, which were based on the results of discussio
ns across the study area, have been made public on various issues related to religions and nationalism in 
modern Japan and "State Shinto" theory. Over the period of this study, 9 journal articles, 7 books (1 sing
le author, 4 co-author, 2 sharing writing) as well as the final report of this research have been publishe
d by research organization members. The planned final report of this research is composed of eight article
s by the members and covers the results of the entire study period.
 Owing to the wide range of outcomes, please consult the final report, published papers, books, etc. for d
etailed results of this research.
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１．研究開始当初の背景 
グローバリゼーションの進行が一方でナ
ショナリズムを喚起するという現象は、今日、
世界の各地域に現出している。こうした状況
は、欧米列強の進出に際した幕末維新期の我
が国において生じた現象とも相似している、
古くて新しい問題である。宗教は、その時代
におけるナショナルなものとインターナシ
ョナル・ユニバーサルなものの結合態様の諸
形態を把握するため、また近代とは何かを検
討するための格好の戦略高地といえる。その
意味で、宗教社会学者の森岡清美が『近代の
集落神社と国家統制』（1987 年）において神
社合祀を事例としたのは、鈴木榮太郎や肥後 
和男、有賀喜左衛門らの関心の延長線上とし
て、《欧米近代社会とは異なる日本近代社会
の特質の解明》という問題意識にあったこと
の再確認が本研究の着想の前提となってい
る。 
研究代表者は、これまで、大日本帝国憲法
の制定過程、戦前日本の宗教法制、特別高等
警察による宗教運動取締などの研究を進め
てきており、これらの個別研究を通じて、近
代日本における《国家と宗教》の問題を考察
する際には、国家―宗教の二者関係ではなく、
国家（政府）―宗教―社会の三者相関関係を
前提に考察することの必要性を指摘してき
た。それらの諸研究の成果が、本研究の前提
となっている。 
近代日本の国家と宗教の関係性について
は、村上重良『国家神道』（1970 年）を契機
に、国家神道研究として展開してきているが、
近年、阪本是丸編『国家神道再考』（2006 年）、
畔上直樹『「村の鎮守」と戦前日本―「国家
神道」の地域社会史―』（2009 年）、島薗進
『国家神道と日本人』（2010年）等の新たな
成果が発表され、神社神道と国家のかかわり
や明治末期以降の一般社会（国民）による国
家神道への積極的な関与等の点で、改めて議
論の展開が進みつつある。本研究と対象範 
囲をほぼ同じくするものとしては、洗建・田
中滋 編『国家と宗教―宗教から見る近現代
日本』（2008年）があり、収録論考の一部は
本研究にとっても重要な前提となる。宗教と
ナショナリズムの関係性一般の関係につい
ては、ユルゲンスマイヤー『ナショナリズム
の世俗性と宗教性』(1993 年)、中野毅他編『宗
教とナショナリズム』(1997 年)等において、
主に国家あるいは政治的次元に関連して言
及されてきた。また、歴史学・社会学領域の
ナショナリズム研究もかなりの蓄積があり、 
例えば、戦後から 1970 年代までの知識人の
ナショナリズム言説を整理・総括した研究に
小熊英二『〈民主〉と〈愛国〉』(2002 年)の〈ナ
ショナリズムの表現形態としてのインター
ナショナリズム〉という視角は本研究着想の
背景のひとつである。 
このように、国家神道研究などを中心に近
現代日本の宗教とナショナリズムをテーマ
とした研究には相当の蓄積があるが、一方で

その全体像についてさらなる実証的再検討
の必要性が指摘されている。また、大日本帝
国憲法の制定史・運用史研究領域の成果や戦
後思想史との関連性についてはさほど議論
の俎上にあげられず、また近代日本ナショナ
リズムの一般性（近代国民国家一般のナショ
ナリズムとの関連性）についての検討は十分
になされているとはいえない状況にある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近代日本憲法史、国家神道研究、
ナショナリズム論、宗教社会学、神道学等の
研究者が連携し、近・現代日本のナショナリ
ズムと宗教の関係性及び宗教におけるナシ
ョナリズム・インターナショナリズム・ユニ
バーサリズムの諸結合形態を分析し、その多
様性を示すこと、およびそのあり方の歴史的
変遷を辿ることを通じて、《近代とは何か》
という問い、及び《近現代日本の特殊性と一
般性とは何か》という問いについて、各領域
の先行研究を踏まえつつ改めて総合的に考
察することを目的する。 

 
３．研究の方法 
本研究は、歴史資料及び教団刊行物・機関
誌紙等の一次資料の収集分析を中心とした
文献研究と国内（新宗教教団等）を対象とし
た調査研究によって構成される。メンバーの
専門性に応じて研究領域を分担することに
よって各研究調査の質的担保をはかると同
時に、定期的な研究会による密な連携と議論
を通じて常に問題意識を共有・確認して各研
究調査の成果を有機的に連関させることに
よって、近現代日本の宗教とナショナリズム
に関する事例を実証的に検討し、その成果を
理論的に整理する。メンバー相互間での定期
的討議を積み重ねた上で、共同執筆も含む論
文を紀要や学術誌へ投稿・発表する。期間中、
学会でのパネル等を企画し、それまでの成果
公表とメンバー外の研究者からのフィード
バックを図る。 
最終年度には成果を総括し、将来的には論
文集の発行も視野に入れることで成果の社
会への積極的発信を目指す。 
 
４．研究成果 
研究期間内において、研究組織メンバー
（研究代表者・研究分担者・連携研究者・研
究協力者）により、雑誌論文 9件、学会発表
9 件、図書 8 件（本科研研究成果報告書 1、
単著 1、共著 4、分担執筆 2）が公にされた。
図書のうちの 1件は、研究期間全体の成果と
して研究組織メンバーの論文を8本掲載した
ものであり、今後さらに加筆修正等の作業を
経て、公刊を企画している。 
 個別具体的な成果内容は多岐にわたるた
め研究成果報告書や個々の論文・学会発表・
図書に譲るが、近現代日本の宗教とナショナ
リズムに関する諸論点、特に「国家神道」論
について、研究領域を横断した議論の結果を



踏まえた多くの成果発表がなされたことに
なる。一方、近現代日本の宗教とナショナリ
ズムに関する諸論点について、議論を重ねた
上でも研究者間で共有が困難な点が存在す
ることも改めて具体的に浮き彫りになって
きた。このことも、間接的成果と位置付けら
れるであろう。この議論の「かみあわなさ」
に関しては研究会において暫定的検討が加
えられたが、今後さらに議論を整理したうえ
での論文化が予定されている。 
 また、本科研の成果として重要な意義を有
すると考えられるのは、研究ネットワークの
拡大・発展である。本科研は、2007 年以来有 
志で開催していた研究会を発展させたもの
である。科研研究遂行に際して、より多くの
学術領域に存在する近現代日本の国家と宗
教に関心を有する研究者に研究会への参加
を呼び掛け、計 11 回の研究会及び共催研究
会、共催学会報告の開催に際して、多くの新
規参加者を得た。この点は、今回の研究成果
に多角的視点からの考察の成果として反映
されている他、代表者・分担者・連携研究者・
研究協力者や研究会参加者の今後の研究の
進捗にとって、有形無形の知的資産になると
考えられる。また、本科研研究を契機に得ら
れた人的つながりを活用し、今後も非定期的
な研究会の開催が予定されている。 
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